
スマート林業等新技術推進総合対策

＜対策のポイント＞
林業における労働安全の確保、労働負荷の軽減、労働生産性及び収益性の飛躍的な向上を図るため、スマート林業技術の現場実装ビジョン及び木質系

新素材の社会実装ビジョンに基づき、デジタル情報の基盤整備、スマート林業技術の導入環境整備、フィジカルＡＩ等の先端技術を活用したスマート林業機
械・機器等や木質系新素材の開発・実証、地域一体での林業ＤＸの実現に向けた活動等を支援します。

＜事業目標＞
○ 地域一体での林業ＤＸの実現に向けた取組の普及（デジタル林業戦略拠点数25 ［令和12年度まで］）
○ 地域の木質資源を活用した付加価値の高い木質系新素材の開発・実装（木質系新素材の国産材使用量１万㎥ ［令和12年度まで］）

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

１．スマート林業の推進に向けた基盤・環境整備
ＡＩにも対応可能な高度化・デジタル化した森林資源情報の情報基盤整備の支

援、デジタル技術を活用した林地台帳更新ツールの整備等を実施します。また、林業
分野への新技術導入を加速するため、全国規模のプラットフォーム等の機能を有する森
ハブ®の運営支援、安全のためのルール整備を実施します。
① スマート林業の推進に向けたデジタル情報の基盤整備事業
② スマート林業技術導入環境整備事業

２．戦略的技術開発・実証事業
フィジカルＡＩ等の次世代技術を含むスマート林業機械・機器等や、地域の木質

資源の高付加価値利用に資する改質リグニンの開発・実証等を支援します。

３．林業DX推進対策
地域の多様な関係者が一体となって取り組む林業DXの実現に向けたデジタル林業

戦略拠点構築等を支援します。

※１及び３の一部の事業については、「森の国・木の街」創造連携イニシアティブ事業において都道府県が
策定する森の国・木の街創造連携計画（仮称）に基づく取組について、集中的に支援します。

令和９年度予算概算要求額 663百万円（前年度 263百万円）

（03-3501-5025）林野庁研究指導課［お問い合わせ先］

スマート林業技術導入環境整備事業

○林業分野への異分野企業等の参入を促す森ハブ®の運営

○スマート林業技術の安全確保のためのルール整備

戦略的技術開発・実証事業
スギを原料とする木質系新素材「改質リグニン」の社会実装
に向けた開発・実証等

○スマート林業機械・機器等や、改質リグニンの開発・実証等

林業DX推進対策

改質リグニン

大学・研究機関

デジタル技術、
機器・アプリ等の提供

森林情報の提供、
関係者の意見調整

林業支援サービス事業者・
機械・機器メーカー等

出材マッチング
(県森連等)

都道府県・市町村

森林組合 林業事業体 製材・合板工場木材運送会社地域コンソーシアムのイメージ

○地域一体での林業ＤＸの
実現に向けた実証活動等
を支援し、 「デジタル林業
戦略拠点」を構築 実証内容・

技術改良等の
アドバイス

スマート林業の推進に向けたデジタル情報の基盤整備事業

○森林資源情報の高度化・デジタル化

○林地台帳を効率的に更新するツールの整備等

林業機械メーカー

林業事業体

自治体

異分野企業等

研究機関

林業支援サービス事業体「森ハブ・プラットフォーム」のイメージ

森林資源情報のデジタル化 資源情報等の解析

遠隔操作伐倒機械 ＡＩにより木材を検知する自動運転集材機械

＜事業の流れ＞
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※国有林では直轄で実施


